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愛知県立大学長久手キャンパス車両入構規程

（ 目的）

第１条 この規程は、愛知県立大学長久手キャンパス（ 以下「 本学」 という。） 構

内における自動車の駐車を規制し、環境保全、歩行者の安全及び災害時の防災路

を確保することを目的とする。

（ 定義）

第２条 この規程において「 自動車」 とは、道路交通法（ 昭和３５年法律第１０５

号） 第２条第１項第９号に規定する自動車（ 自動二輪車､緊急自動車及び本学が

保有する自動車を除く 。） をいう。

（ 許可）

第３条 自動車を構内に駐車しようとする者は、学長の許可を受けなければならな

い。

２ 駐車の許可は、定期駐車許可、特別駐車許可及び臨時駐車許可の３種類とし、

定期駐車許可証（ 様式１－１） 又は特別駐車許可証（ 様式１－２） 若しくは､ 臨

時駐車許可証（ 様式１－３） を交付して行う。

（ 許可の基準）

第４条 定期駐車の許可は、別に定める駐車許可基準に該当する者及び管理上の諸

条件を考慮し特に学長が認めた者に対し与えるものとする。

２ 特別駐車の許可は、教育研究その他正当な用務のため自動車で入構する必要が

ある教職員、学生（ 大学院生を含む。以下「 学生」 という。） 及び工事関係者等

で、学長が認めた者に対し与えるものとする。

３ 臨時駐車の許可は、前２項に規定する者以外の者で、構内に正当な用務を有し、

かつ、自動車で入構する必要がある者に対し与えるものとする。

（ 許可の申請）

第５条 定期駐車の許可を受けようとする者は、定期駐車許可証交付（ 変更） 申請

書（ 様式２） を学生及び非常勤講師にあっては学務部に、教職員及び生協等業者

にあっては管理部に提出するものとする。

２ 前項の申請は、随時できるものとする。

ただし、新たに本学の学生又は教職員等になった者にあっては、原則として、

４月１日から４月１５日までの間におこなうものとする。

３ 特別駐車の許可を受けようとする者は、管理部（ 学生にあっては学務部） に特

別駐車許可証交付（ 変更） 申請書（ 様式３） を提出しなければならない。

４ 臨時駐車の許可を受けようとする者は、その都度、守衛室に届け出て必要事項

を記入しなければならない。

（ 添付、提示書類）

第６条 定期駐車の許可を受けようとする学生は、定期駐車許可証交付（ 変更） 申

請書に任意賠償自動車保険証の写し及び運転免許証の写しを添付するとともに

学生証を提示しなければならない。

２ 定期駐車の許可を受けようとする教職員は、定期駐車許可証交付（ 変更） 申
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請書に任意賠償自動車保険証の写しを添付しなければならない。

３ 前２項に規定するもののほか、身体障害者、疾病者は、医師の診断書等を別に

添付しなければならない。

また、勤務等特別の事情を有する者は、勤務証明書等、その理由を証する書類

を添付しなければならない。

（ 許可の有効期間及び期間更新）

第７条 定期駐車許可証の有効期間は、原則として、４月１日（ 年度の途中で許可

を受けた者は、許可を受けた日） から翌年３月３１日までとする。

２ すでに、定期駐車許可を受けている者が許可証の有効期間満了後も引き続き、

定期駐車許可を必要とする場合は、駐車許可継続申請書（ 様式４） を第５条第１

項の規定に準じて提出するものとする。ただし、教職員については自動更新とす

る。

３ 特別駐車許可証の有効期間は、３か月以内の必要な期間でその都度決める。

４ 臨時駐車許可証の有効期間は、当日限りとする。

（ 変更事項の届出）

第８条 第５条第１項及び同条第３項に規定する駐車許可証交付（ 変更）申請書（ 様

式２及び３）に記載した事項に変更があったときは、速やかに同条及び第６条の

規定に準じて変更申請しなければならない。

（ 許可の取消）

第９条 次の各号のいずれかに該当する事項が生じたときは、学長は駐車の許可を

取り消すことができる。

（ １） この規程に違反したとき。

（ ２） 第４条第１項及び同条第２項の規定に該当しなく なったとき。

（ 駐車許可証の失効及び返還）

第１０条 駐車許可を受けた者が、本学の学生若しくは教職員等でなく なったと

き、又は､第９条の規定により駐車の許可を取り消されたときは､駐車許可証は以

後効力を失うものとする。この場合、学生にあっては学務部に、教職員等につい

ては管理部に、直ちに駐車許可証を返還しなければならない。

（ 駐車場）

第１１条 駐車を許可された自動車は、本学構内の指定された場所に駐車するもの

とする。

（ 遵守）

第１２条 構内において自動車を運転する者は、次の各号に掲げる事項を遵守しな

ければならない。

（ １） 指定された場所以外に駐車しないこと。

(２ )  身体障害者以外の者は、身体障害者用の駐車スペースに駐車しないこと。

(３ )  駐車中は、駐車許可証を自動車の前面の外部から容易に確認できる位置に

表示すること。

（ ４） 構内においては、毎時２０キロメートル以下で走行すること。
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（ ５） 騒音防止に努めること。

（ ６） 構内の施設及び設備を破損しないこと。

（ ７） その他本学の指示に従うこと。

（ 構内で発生した事故の責任）

第１３条 構内で発生した自動車に関する事故については、本学はその責を負わな

い。

（ その他）

第１４条 第３条の規定により、駐車許可証を交付された者であっても､駐車場所

の確保を保証されるものではない。

２ この規程に定めるもののほか、必要な事項は学長が別に定める。

附則

この規程は、平成２１年４月１日から施行する。

附則

この規程は、平成２４年４月１日から施行する。



　　  　　項目
　区分

１　距離または時間 ２　運転経験 ３　保険（対人） 備考

大学院生

教職員

非常勤講師
生協、業者等

１　施行日において、既に許可を受けている者についてはこの規程により許可を受けたものとみなす。

２　平成２９年度以前入学の学生については、なお従前の例による。

３　この「駐車許可基準」は、平成３０年４月１日より適用する。ただし、学生については平成３０年度入学生

　　より適用するものとする。

申請があれば認める。

備考

駐車許可基準

学部学生
（３年生以上）

公共交通機関を利用した場
合の通学時間が９０分以上
を要し、かつ自動車を利用
した場合に通学時間が短縮
できる者。

運転免許取得後の運転経験
が１年以上あること。

無制限の対人賠償自動車保
険に加入していること。

３に該当すること

・項目の１，２，３のいず
れにも該当すること。
・身体障害者、疾病者及び
勤務者など特別な事情を有
する者は項目３に該当する
こと。

申請があれば認める。

通勤手当を交通用具利用で認定された者は、全て許可す
る。

－804


